
1．にぎわい（産業の活力あふれ、交流と賑わいが生まれるまちづくり）

3．地域特性を生かした観光の推進施策

第二次霧島市総合計画（後期基本計画）施策評価シート

令和5年度

政策
SDGs

施策で目指す姿

●社会環境や旅行形態の変化などに対応した誘客対策を推進し、観光客の増加を目指すとともに、戦略的な情報発信により「観光地・霧島」の知名度
向上を図ります。

●国内外の観光客に「選ばれる」「また訪れたくなる」観光地となるような観光素材の創出や活用を推進します。

●社会環境の変化や新たな観光ニーズに対応することで、「誰もが訪れたくなる」「安心・快適な」「利便性の高い」観光地づくりを推進します。

基本事業における成果・課題・改善策

令和5年度の事業成果 令和5年度の事業課題（&変化した現状・課題） 令和6年度以降の改善策

1．国内外の観光客の誘致 51,258千円  (51,258千円)決算額(一般財源)

新型コロナウイルス感染症の５類への移行や国
体開催等により、宿泊客数は令和元年比で９割
超まで回復した。また、外国人宿泊客数は、鹿児
島空港国際線定期路線が一部再開したことで、
令和元年比で３割程度まで回復した。

大型ホテル等の閉鎖に伴う影響が懸念される一
方で、鹿児島空港国際線定期路線の一部が運
航を再開した。（令和５年度中は香港線とソウル
線が再開）

主に外国人観光客や富裕層を対象とした高付
加価値の体験メニューについて、旅行会社への
セールスや旅行客へのSNSでの情報発信に努め
る。また、令和６年度中には４つの定期路線が運
航再開となったことから、本市の魅力発信に努
め、滞在時間の延長に繋げる。

令和5年度の事業成果 令和5年度の事業課題（&変化した現状・課題） 令和6年度以降の改善策

2．観光素材の創出と活用 84,343千円  (84,343千円)決算額(一般財源)

●新型コロナウイルス感染症の５類への移行や
国体開催等により、宿泊客数は令和元年比で９
割超まで回復した。また、外国人宿泊客数は、鹿
児島空港国際線定期路線が一部再開したこと
で、令和元年比で３割程度まで回復した。
●肥薩線沿線の周遊観光ルート整備（県事業）
により、大隅横川駅エリアの道標及び駅看板を
設置、これにより同エリアの整備完了。また、嘉
例川駅エリアの溝辺物産館よこで～ろ隣接へ休
憩施設を整備した。

●令和６年３月に霧島神宮駅がリニューアル
オープンし、観光客も増加している。
高付加価値な体験メニューの開発や、既存の体
験メニューのリニューアルが必要である。
●整備完了したエリアの周遊ルートの情報発信
や今後の活用検討。

●クルーズ船乗客の霧島への誘客に繋がるルー
ト設定や霧島ジオパーク推進協議会や錦江湾
奥会議と連携した事業を実施する。また、霧島神
宮駅、霧島神宮やその周辺エリアへの誘客に繋
がるＰＲを行う。
●引続き、肥薩線沿線の周遊観光ルート整備
（県事業）を進める。

令和5年度の事業成果 令和5年度の事業課題（&変化した現状・課題） 令和6年度以降の改善策

3．利便性の高い観光地づくりの推進 48,193千円  (48,193千円)決算額(一般財源)

●霧島神宮への移動ニーズの更なる高まりに、
令和５年３月策定の市地域公共交通計画では、
鹿児島空港、霧島神宮、霧島神宮駅を結ぶバス
の新路線に向けた検討が明記された。
●鹿児島空港から霧島神宮へ乗換無しの交通
手段を確保することで、アクセスの改善に加え、
他の観光バスとの接続による回遊性の向上など
で更なる観光客の増加が見込まれることから、新
たな観光路線バスの実証運行を行った。
●鹿児島空港、鹿児島中央駅等への電照看板
広告などで霧島の魅力を発信することができた。

●現在、鹿児島空港から霧島神宮へのアクセス
は、国分駅又は丸尾バス停において乗り換える
必要があり、特にインバウンド観光客へ分かりづ
らい状況となっていた。

●国内線到着口付近の電照掲示板では特定の
情報しか掲載できないため、魅力的な情報を十
分に掲載できない。

●令和6年度の当初予算に新たな観光路線バス
の実証運行に伴う委託料を計上。令和6年7月20
日から令和６年12月31日まで実証運行を開始す
る。

●看板の更新について、電照掲示板からデジタ
ルサイネージへの変更など広告料削減の検討を
進める。



KPI

（重要業績評価指数） 目標値
実績値の検証測定方法

実績値 進捗率

施策の進捗状況

方向性

11．観光客数（宿泊+日帰り） 新型コロナウイルス感染症が５類感染症
に引き下げられたことから、対前年比
118.32％と増加した。

6,632,211人 54.49％市観光統計（ 暦年）（N-1）

7,490,000人 ↑

12．国内宿泊客数 新型コロナウイルス感染症が５類感染症
へ引き下げられたことから、対前年比
109.6％と増加し、特に県外からの宿泊
客数が大きく増加した。

717,317人 77.00％市観光統計（ 暦年）（N-1）

770,000人 ↑

13．外国人宿泊客数 コロナ禍前の対元年比では33.14％であ
るものの、鹿児島空港国際線の定期路
線の再開やチャーター便の運航により、
対前年比で933.05％と増加し回復傾向
にある。

4,475人 2.77％市観光統計（ 暦年）（N-1）

120,000人 ↑

施策としての改善方針

●鹿児島空港国際線の各路線再開に伴うインバウンドの増加等を見据え、外国人や富裕層を対象とした高付加価値の体験メニューのセールスや観光
トレンドを捉えたSNSでの情報発信に努める。また、鹿児島に寄港するクルーズ船から本市への誘客に繋がる観光ルートの開発等を進める。
●自然や歴史、温泉、食などの多種多様な観光素材を活かした広域観光ルートの設定等について、霧島ジオパーク推進協議会や錦江湾奥会議等と
連携した取組を進める。国宝の霧島神宮やリニューアルした霧島神宮駅周辺エリアへの誘客、肥薩線沿線の周遊観光ルート整備（県事業）を継続して
進める。
●新たな観光路線バス「霧島神宮アクセスバス」の実証運行を行いつつ、観光客の移動ニーズを的確に捉えた利便性の高い移動手段確保に努める。
費用対効果を意識した観光看板等の設置・更新を行う。

施策幹事課 関係課

商工観光部観光ＰＲ課 商工観光部商工観光施設課


